
 

          ◇ 森 山 秀 晃 君 

〇議長（小西秀延君） 続きまして、会派ひかり、７番、森山秀晃議員、登壇をお願いします。 

          〔７番 森山秀晃君登壇〕 

〇７番（森山秀晃君） ７番、会派ひかり、森山秀晃でございます。通告に従い、町政執行方

針、教育行政執行方針について２項目20個の代表質問をいたします。 

 １、町政執行方針について。 

 （１）、「組織風土の改善や職員の資質向上により、効率的、効果的な組織体制を整備」と掲

げているが、具体的な改善策と資質向上策を伺います。 

 （２）、『選ばれるまちの推進』について。 

 ①、「人口の規模を維持していくことが重要」とあるが、令和５年度までの統計書を見ると令

和４年度から２年連続で社会増となっている。このことから、社会減の抑制以上に自然減抑制

への対策を重点的に講じるべきと考えるが、出生数の向上に向けた具体策と今後の展望を伺い

ます。 

 ②、定住促進若年層住宅取得支援事業及び企業誘致状況調査事業の目的と求める成果、今後

の展望を伺います。 

 ③、「安心して子どもを産み育てられる環境づくり」の産後ケア事業について、個人負担増の

要因と影響について見解を伺います。 

 ④、白老港漁港区環境整備事業の整備内容、本町の主要産業である１次産業の底上げについ

て、本町でできることをさらに強化する必要があると考えるが、見解を伺います。 

 （３）、『住み続けたいまちの推進』について。 

 ①、「防災拠点となる役場庁舎建設に向けた工程の明確化を図る」ことについて、これまでの

進捗状況を考えると建設時期から逆算して工程を明確化し進めていかなければならないと考え

るが、建設想定時期と進捗状況、展望を伺います。 

 ②、「交通モビリティシステム構築事業などによる公共交通の利便性向上を図ることで、生活

環境の維持・向上に取り組む」としているが、部活動の足としての活用策について見解を伺い

ます。 

 ③、スポーツ政策強化事業について、スポーツ環境の改善を図るには、対象とするターゲッ

ト層の明確化及びハード面の環境整備が特に重要と考えるが、今回の事業によるハード面の環

境整備の展望について伺います。 

 ④、インバウンド災害避難対策事業について、町民への災害対策事業を優先して行うべきと

考えるが、見解を伺います。 

 （４）、『安心して育む家族の未来』について、「給食費無償化の継続や拡充のための財源を確

保する」とあるが、これまで２年継続で行ってきた一部無償化の成果と今後の拡充について見

解を伺います。 

 （５）、『住む人が誇れる魅力的なまち』について。 

 ①、「活動団体への支援、地域人材を活用した部活動の地域展開の推進」について、未来を担

う子供たちへのスポーツ活動の支援や推進は、よりスピード感を持って進めるべきであると考



 

えるが、部活動の地域移行の課題と展望を伺います。 

 ②、「アイヌ文化の理解促進、次代への保存・伝承に取り組む」とあるが、対象とするターゲ

ット層と展望を伺います。 

 ２、教育行政執行方針について。 

 （１）、学校教育の充実について。 

 ①、豊かな人間性の育成について、柔軟な発想と行動力を育む教育活動を推進していく必要

があると考えるが、見解を伺います。 

 ②、ふるさと教育の充実について、「家庭・地域参画型のつながりを大切にした教育活動を展

開しながら、地域とともに育つ学校づくりを進める」としているが、新たに展開する教育活動

について具体策を伺います。 

 ③、スクールバスの運行について、通学状況を踏まえ、冬期間利用及び距離規定の緩和が必

要だと考えるが、見解を伺います。 

 （２）、『生涯学習の推進』について。 

 ①、スポーツ・健康増進活動の推進について、サフィルヴァによるスポーツ政策強化アドバ

イザー導入の目的と求める成果及び北海道大学大学院の保健科学サテライト研究室招聘による

効果をどのように捉えているか伺います。 

 ②、青少年教育の推進について、「自発的な地域活動や研修への参加を促す」とあるが、具体

策を伺います。 

 ③、社会教育施設やスポーツ施設について、「老朽化が進む施設の維持補修を進め、未来を見

据えた施設整備の方向性についても検討を進める」とあるが、方向性を示す時期を伺います。 

 （３）、『地域学校協働活動の推進』について。 

 ①、地域連携による教育活動の推進について、白老東高等学校の地域を題材とした探究学習

のこれまでの効果をどのように捉えているか伺います。 

 ②、中学校部活動の地域展開について、「推進体制等の整備及び地域人材の確保を進め」とあ

るが、基盤となる体制整備の時期及び地域人材確保の進捗状況を伺います。 

〇議長（小西秀延君） 大塩町長。 

          〔町長 大塩英男君登壇〕 

〇町長（大塩英男君） 森山議員の代表質問にお答えします。 

 「町政執行方針」についてのご質問であります。 

 １項目めの「組織体制の整備の改善策と資質向上策」についてであります。 

 効率的、効果的な組織体制を整備するには、職員の資質や意識向上が重要であることから、

業務効率化による働きやすい職場づくりと職員のチャレンジ意欲を主眼とした研修の充実など

に取り組んでまいります。 

 また、組織風土の改善に努めるとともに、組織機構改革を行い、庁内連携を強化し、複層的

な行政課題に対応してまいります。 

 ２項目めの「『選ばれるまちの推進』」についてであります。 

 １点目の「出生数向上に向けた具体策と今後の展望」についてでありますが、希望する人が



 

子供を持てる環境づくりは、地域の持続的な発展にとって極めて重要であると捉えております。 

 しかしながら、出生数の向上に向けた取組は、即座に効果が出るものではないことから、子

育て世帯に対する経済的な負担の軽減をはじめ、妊産婦の精神的な不安に寄り添う支援や子育

て支援団体の活動など、他自治体に勝るとも劣らない本町の子育て環境をしっかりとアピール

するとともに、継続的な支援に取り組んでまいります。 

 ２点目の「定住促進若年層住宅取得支援事業及び企業誘致状況調査事業の目的と求める成果、

今後の展望」についてでありますが、若年層の定住対策や地域を支える人材確保に向けた雇用

対策は、持続可能なまちづくりにとって必要不可欠であると捉えております。 

 このことから、新築等の住宅取得を支援する「定住促進若年層住宅取得支援事業」及び企業

誘致活動を効果的に行うための「企業誘致状況調査事業」により、定住人口の増加と雇用機会

の創出・拡大といった地域経済の振興を図っていくとともに、これらの事業を含む様々な取組

を多面的に推進し、若者や子育て世帯に「選ばれるまち」を目指してまいります。 

 ３点目の「産後ケア事業の個人負担増の要因と影響についての見解」についてでありますが、

産後ケア事業については、従来から実施している居宅訪問型のほか、令和６年度から宿泊型及

び日帰り型を開始しました。事業を委託している助産院が７年度から利用料金を値上げするこ

とに伴い、負担割合を見直し自己負担増となるものであります。 

 また、助産院においては、宿泊型及び日帰り型の対象を産後１歳未満から６か月までの母子

に変更する予定であり、特に支援が必要な時期に集中して利用できるようになると捉えており

ます。 

 ４点目の「白老港漁港区環境整備事業の整備内容、本町の主要産業である１次産業の底上げ

について、本町でできることをさらに強化する必要性の見解」についてでありますが、白老港

漁港区は平成２年の供用開始から34年が経過し、老朽化による負傷事故等も発生したため、令

和５年度より修繕を進めているものであります。 

 ７年度においても引き続き漁業者の労働環境改善のため事業を推進してまいります。 

 ３項目めの「『住み続けたいまちの推進』」についてであります。 

 １点目の「庁舎建設想定時期と進捗状況、展望」についてでありますが、現在、庁舎建設等

検討委員会等で建設場所の検討を重ねているところでありますが、その候補地や庁舎機能、複

合化する施設など主要な方針を決定した後、懇話会を設置し、意見をいただきながら、基本計

画の策定に取り組んでまいります。 

 今後においては、町財政や財源の見通しに加え、事前の事務手続や準備調査・設計期間を考

慮しながら、庁舎建設に向けた工程を明確化していきたいと考えております。 

 ２点目の「交通モビリティシステム構築事業などによる公共交通の利便性向上に向けた取り

組み」についてでありますが、「交通モビリティシステム構築事業」は、運行ルート自動算出や

ＡＩ配車が可能となり、予約受付時間の短縮や運行区域の拡大といった利便性の向上が見込ま

れるだけではなく、乗降データや運行状況等の情報をリアルタイムで把握できることから、こ

れらデータを基とした運行形態最適化の検討が可能になるものと捉えております。 

 地域公共交通は、高齢者等移動困難者の通院や買物といった生活の足を確保することが最優



 

先となりますが、運行形態最適化によって、部活動の足を含めたさらなる活用策を検討してま

いります。 

 ３点目の「スポーツ環境の改善を図るためのターゲット層の明確化とハード面の環境整備」

についてでありますが、今年度より開始した「元気まちしらおい100年健康プロジェクト」の各

種事業においては、子供から現役世代、高齢者層の幅広い世代で運動・スポーツの意欲関心が

高まっており、令和７年度は、この機運を持続・向上させていくことが重要であると捉えてお

ります。 

 運動・スポーツの定着化において、世代を問わず“あつまり、ともにつながる”スポーツ施

設の果たす役割は大変重要であると認識する一方で、総合体育館や町民温水プールなどの老朽

施設への対応は本町の課題でもあることから、７年度に策定予定のスポーツ推進計画において、

その在り方を整理する考えにあります。 

 ４点目の「インバウンド災害避難対策事業について町民に対して優先するべき見解」につい

てでありますが、本事業は、観光客も含めた外国人の方が、災害時にハザードエリアや避難場

所などが認識できるよう、ウェブ版防災マップの英語化などを実施するものであります。 

 また、町民に対する避難対策としましては、これまでの防災無線などに加え、新たに防災無

線の内容を専用アプリで配信するシステムを開始いたします。 

 このことにより、緊急性の高い避難指示や避難所情報などについても、即時に情報配信する

ことができ、住民避難対策の推進が図られるものと考えております。 

 ４項目めの「２年継続で行ってきた一部無償化の成果と今後の拡充」についてであります。 

 給食費につきましては、令和５年度から３学期分の一部無償化を開始し、６年度は、４か月

分に拡充したところであり、７年度も引き続き４か月分として予算提案させていただいたとこ

ろであります。 

 本事業の実施により、子育て世帯の負担軽減とともに、現下の物価高騰の中にあっても安定

的に給食を提供できていることが一つの成果と考えております。 

 今後につきましては、現在の国における給食無償化の議論を注視するとともに、町として最

適な支援の在り方について検討をしてまいります。 

 ５項目めの「『住む人が誇れる魅力的なまち』」についてであります。 

 １点目の「部活動の地域展開の推進に係る課題と展望」についてでありますが、本町におい

ては、今年度、一部種目において部活動の地域移行に関する実証事業を実施しており、今後、

本格的な地域展開を進めていくに当たっては、指導人材の確保が最も大きな課題であると捉え

ております。 

 また、地域展開においては、運営団体や実施主体等の持続可能な体制整備が重要と捉えてい

ることから、教育委員会主導の下、令和７年度において制度設計を図っていく予定であります。 

 ２点目の「アイヌ文化の理解促進、次代への保存・伝承に取り組む際のターゲット層と展望」

についてでありますが、本町ではアイヌ文化伝承者の高齢化が顕著であり、将来にわたりアイ

ヌ文化を継承するための人材育成が急務であると捉えております。 

 人材育成を進める上での主となるターゲット層は、一般社団法人白老アイヌ協会やアイヌ関



 

係団体に所属する若手会員等を想定しております。 

 今後においては、歴史・文化、刺しゅう・木彫り等伝統工芸やアイヌ語話者の養成など次代

に向けた人材育成の取組を強化するほか、様々な伝統文化の体験等を通じた世代間交流を図る

ことで、本町に息づくアイヌ文化の理解促進を進めていく考えであります。 

〇議長（小西秀延君） 井内教育長。 

          〔教育長 井内宏磨君登壇〕 

〇教育長（井内宏磨君） 「教育行政執行方針」についてのご質問であります。 

 １項目めの「学校教育の充実」についてであります。 

 １点目の「豊かな人間性の育成について柔軟な発想と行動力を育む教育活動を推進していく

必要性」についてでありますが、白老町教育大綱においては、目指す子供像を「進んで学び、

やさしく思いやりがあり、元気でたくましい、しらおいの子ども」と設定し、各種教育活動を

展開しております。 

 このたび、これからの時代を生きる子供たちに必要な資質・能力を「主体性・協働性・実践

力」と定めたところでありますが、その育成に向けては、新たな発想、多様な手法、そしてあ

らゆるリソースを投入して教育活動を推進していく考えであります。 

 ２点目の「ふるさと教育の新たな教育活動の具体策」についてでありますが、本町において

は、子供たちが「地域を学ぶ、地域と学ぶ、地域で学ぶ」をコンセプトに「ふれあいふるさと

Ｄａｙ」、「白老未来学」等を通してふるさと学習の推進を図っているところであります。 

 今後においても、今年度改訂した社会科副読本やウポポイの活用等を通して、ふるさと白老

を学ぶ機会の充実により、子供たちの郷土愛の醸成を図ってまいります。 

 ３点目の「スクールバスの運行について、冬期間利用及び距離規定の緩和の必要性」につい

てでありますが、令和６年12月より白翔中学校区において、字北吉原地区の一部に居住する生

徒に対し、利用範囲の拡大を行ったところであります。 

 今後においても、児童生徒の通学に対する負担軽減や安全確保、体力向上の観点等を勘案し

ながら、多面的・多角的に検討を進めてまいります。 

 ２項目めの「生涯学習の推進」についてであります。 

 １点目の「スポーツ政策強化アドバイザー導入の目的と求める成果、北海道大学大学院のサ

テライト研究室招聘による効果の捉え」についてでありますが、今年度より開始した「元気ま

ちしらおい100年健康プロジェクト」の各種事業をきっかけとして、今後、運動スポーツの意欲

関心の高まりを持続・向上させる取組が重要であると捉えております。 

 このことから、これまでに築き上げてきた産学官の推進連携を強化し、北海道大学大学院保

健科学研究院のサテライト研究室の招聘及びサフィルヴァによるスポーツ政策強化アドバイザ

ーを配置し、スポーツ医・科学の専門的知見により、既存のスポーツ施設や器具等の効果的な

活用のほか、エビデンスに基づく運動メニューの提案など、世代の特徴に応じた専門指導の地

域展開を図っていく考えにあります。 

 これらのスポーツ政策強化の取組を行うことで、多くの町民が運動やスポーツの機会を通じ

て、体力の維持・向上はもとより、健康への意識を高め、生きがいづくりへと発展していくこ



 

とにより、人生100年時代を元気で健やかに暮らせるまちづくりにも寄与していくものと捉えて

おります。 

 ２点目の「青少年教育における自発的な地域活動や研修参加の具体策」についてであります

が、教育委員会では、しらおい子ども憲章の具現化を目指し、これまで学校内での取組を中心

としてきた子ども憲章推進委員活動については、今年度、地域活動の体験やリーダー研修など、

体験的な活動を新たに取り入れたところであります。 

 こうした取組は、子供たちの主体性・協働性や、ふるさとへの誇りや愛着を育む機会となっ

たことから、次年度においてもまちを代表する主要イベントでの体験活動や、夏休み期間を活

用した宿泊研修等を継続していく考えにあります。 

 ３点目の「未来を見据えた施設整備の方向性を示す時期」についてでありますが、世代を問

わず“あつまり、ともにつながる”スポーツ施設の果たす役割は大変重要であると認識してお

ります。 

 しかしながら、総合体育館や町民温水プールなどの老朽施設への対応は本町の課題でもあり、

令和７年度に策定予定のスポーツ推進計画において、施設設備等の環境面についての考え方を

整理し、議会や町民の皆様にもお示ししながら年度末の成案化を目指してまいります。 

 ３項目めの「地域学校協働活動の推進」についてであります。 

 １点目の「白老東高等学校における探究学習の効果に対する捉え」についてでありますが、

同校は、令和３年から５年までの３年間、「北海道ＣＬＡＳＳプロジェクト」推進校として地域

学に取り組んでまいりました。 

 また、６年度からは、総合的な探究の時間を活用して、仙台藩白老元陣屋資料館等において

白老の歴史や風土を学ぶとともに、町内でのフィールドワークを通してまちのよさを発見し、

高校生の視点でまちづくりに対する提案にも積極的に取り組んでいるところであります。 

 本町としましても、同校の取組は、生徒の探究する力や白老への愛着心を育むとともに、同

校の魅力化と地域の活性化にもつながっているものと捉えており、これまで継続的に支援を図

っているところであります。 

 ２点目の「中学校部活動地域展開の基盤となる体制整備の時期及び地域人材確保の進捗状況」

についてでありますが、昨年２月に策定した白老町中学校部活動地域移行推進計画において、

令和５年度から６年度にかけて地域の指導者を確保するとともに、地域展開の運営団体や実施

主体を定める目標を掲げていたところであります。 

 今年度においては、運営団体や実施主体の決定には至っていないものの、一部種目において

地域移行の実証事業に着手したところであり、今後、本格的な地域展開を進めていくに当たっ

ては、指導人材の確保が最も大きな課題であると捉えております。 

 また、地域展開においては、運営団体や実施主体等の持続可能な体制整備が重要と捉えてい

ることから、７年度において制度設計を図っていく予定であります。 

〇議長（小西秀延君） ７番、森山秀晃議員。 

          〔７番 森山秀晃君登壇〕 

〇７番（森山秀晃君） ありがとうございます。 



 

 それでは、順次１項目めの町政執行方針についてから再質問させていただきます。また、教

育行政執行方針のほうでも近い質問を再質問、再々質問でさせていただきますので、町政執行

方針のほうでは割愛させていただく項目が何点かございます。 

 まず、（１）からです。ご答弁をいただいた内容からいくと職員の資質や意識向上が重要、そ

れと業務効率化による働きやすい職場づくり、あとチャレンジ意欲に重きを置いて研修の充実

などに取り組んでいくということでご答弁をいただいたのですけれども、基本的にこの中でお

話をされているのは現在の働かれている職員の皆さんに対してのアクションになっているのか

なと考えられます。これは、もっと前段階の採用方法だったりとか、採用基準の見直しという

ところも必要なのかなとは考えるのですけれども、ここの組織体制の整備の部分、改善策の部

分でこういった前段階の部分はこの改善の中に念頭としてあるのかどうかというのをまず伺い

ます。 

 それと、（２）番のほう、これ①番と②番は関連しておりますので、併せてご質問させていた

だきます。人口対策については、白老町で子供を産み育てたいとならなければ、なかなか社会

減抑制が達成できたとしても自然減抑制にはつながらないものと捉えております。移住定住か

ら出産、育児へとつながっていくような連続的な施策というのを行って出生数の向上につなげ

るべきと考えますが、こちらについて見解を伺います。 

 ④、漁港区の整備については以前一般質問でもさせていただいたのですけれども、波消しブ

ロックの整備を優先的に行っていて、先ほど答弁でいただいた補修の部分も必要だというとこ

ろもご答弁はいただいてはいたのですけれども、前回の一般質問でさせてもらったのは屋根付

岸壁について質問させてもらって、その際にも補修がまずは必要だというところでご答弁をい

ただいておりました。これ１年以上が前回質問させていただいてから経過しているのですけれ

ども、進捗についてはどのように変化してきているのか、また今年度の当該事業を通して今後

の漁港区の整備の展開についてお伺いします。 

 （４）、給食費については先ほど国の動向も注視しながらということでご答弁いただいたので

すけれども、令和８年度から国で無償化を検討しているということになっております。この国

の動向を踏まえて、町としては今後の給食費無償化事業についてまずどのように進めていくか

見解を伺います。 

 （５）番、①、こちらは教育行政執行方針でも関係する質問をしますので、そちらのほうで

確認させていただきたいと思います。 

 ②、アイヌ文化の理解を推進して次代へ保存、伝承を行っていくためには、先ほどご答弁で

いただいたのはウポポイの若手伝承者の方がまずターゲットになるということではあったので

すけれども、より低い年代から関わっていく必要があるのかなと考えております。特にアイヌ

語については、我々が日本語を覚えてきたように子供たちが成長する過程で自然と使えるよう

な取組、例えば保育園だったりとか小学校への働きかけを通じて行っていく必要があると考え

ておりますが、町の見解を伺います。 

〇議長（小西秀延君） 大黒副町長。 

〇副町長（大黒克已君） それでは、森山議員の再質問にお答えいたします。 



 

 まず、１点目は組織体制の整備でございまして、答弁にもあるとおり、いろいろ研修を通し

ながら資質向上に努めていくというところなのですけれども、今ご質問のあった内容、その前

段階でというようなところでございました。ただいま職員数の減少、あるいは募集してもなか

なか応募が少ないという状況の中にあって、行政を担う若い職員がなかなか育っていかないと

いうのも現状でございます。そのような状況から、採用については過去においては年１回、９

月頃に採用試験をしていたのですけれども、現在におきましては年数回にわたり採用試験を行

っているほか、様々な試験、以前は独自で試験問題を作ってということもあったのですけれど

も、今全国的な規模の中で試験を行っている状況がありまして、白老町で受験しなくても地元

で、あるいは全国どこでもネットを通して試験を行って、なおかつ面接についてもウェブ面接

ということで全国から募集して、ふさわしい人材を採用したいというような取組を行っており

まして、この取組は最近始めたばかりなので、今後このような状況の中でどのぐらい募集があ

るかというのも注視しながら進めていきたいと考えてございます。 

 それから、続きまして人口増の話の中で定住から子育てというような流れというところで、

まさしくここにつきましては森山議員のおっしゃるとおり、まずは子育て支援についても従来

から切れ目のない子育て支援ということで、本町においても生まれる前から、そして生まれて、

それから高校、大学までというようなことで様々な事業を展開しながら子育て支援を行ってい

ると自負しているところでございますが、まさしく定住ということで移住定住にも力を入れま

して、これにつきましても年々移住者が増えている状況でございます。そのようなことから、

今回定住促進の事業展開ということで住宅新築、それから中古住宅の取得についても助成をす

るというようなところから、ターゲットはもちろん移住者ではあるのですけれども、子育て世

代というか、あるいは若い世代をターゲットにしながら、そのような方に移住してもらいなが

ら、しっかりと今本町が取り組んでいる子育て支援策をアピールしながら、そのつながりをし

っかり移住フェアですとか、そういったところでも説明しながら、本町の優位性というものを

アピールしていきたいと考えてございます。 

 それから次に、白老町の漁港区の環境整備のところでございます。これにつきましては屋根

付岸壁のお話もございましたが、まずは今町でできるところというのは、漁業協同組合としっ

かりその辺の、漁港区のどのようなところが支障があるかというようなところも話し合いなが

ら、適時車止めの改修だったりというようなところを進めていっているところでございます。

そういう中にあって、今後においてもできる限り予算範囲内で整備をして環境整備に努めてい

きたいと思うのですが、屋根付岸壁につきましては、あくまでもここは直轄事業で整備してい

る港ということで、今島防波堤がまだ着工整備している状況でございますので、それが終わっ

た後に、次に優先的にどこを整備していくのかというところは今後国あるいは漁業協同組合の

方とも協議しながら進めていきたいと思いますけれども、まずは今の国の事業を早期に進めて

いかなければならない、その後でないと次に屋根付岸壁のほうも整備していけないというとこ

ろがございますので、その辺につきましては国にしっかりと要望しながら予算獲得に向けて取

組を進めてまいりたいと考えてございます。 

 それから、給食費の無償化の関係でございます。これにつきましては答弁でもあるとおり、



 

2026年に小学校の無償化というところで今国で様々な議論をしていると承知してございます。

ただ、その内容についてはまだ詳細は分かりませんけれども、全国一律の給食費、１食当たり

幾らというような形での国の支出となるのではないかという想定もしているところではござい

ますが、現在無償化を行っているその財源を今後どのような方向で活用していくかというとこ

ろについても今後検討はしていく考えでございます。一方、国での今議論は、まずは小学校と

いうところでございますので、中学校についても今は本町としては小学校、中学校同じ４か月

の一部無償化ということでございますが、小学校が無償化になったというようなところの後を

中学校をどのようにしていくかというのは今後早期に検討していかなければならないと考えて

ございます。 

 それから、アイヌ文化の保存、伝承のところのターゲットのお話でございます。現在伝承者

につきましては、アイヌ協会も含め伝承者の高齢化ということで、なかなか今後将来にわたっ

てその厳しさを増しているという状況は認識しているところでございまして、幼少期からアイ

ヌ文化を、白老町の独自の文化といいますか、白老町ならではの伝承の仕方というのをしっか

りと捉えていかなければならないと考えておりまして、現在小学校においてもいろいろ授業に

おいて行っておりますし、また幼稚園、保育園では今ウポポイに無償で散歩等、ふだん使いで

行っていろいろな文化の伝承も進めているところでございますので、その流れを今後もさらに

発展させながら、年少者に対する幼稚園、保育園を対象に今後どのような展開ができるかとい

うところも進めていかなければならないと考えているところでございます。 

〇議長（小西秀延君） ここで暫時休憩といたします。 

          休憩 午後 ２時０５分 

                                         

          再開 午後 ２時１５分 

〇議長（小西秀延君） それでは、休憩を閉じて代表質問を続行いたします。 

 ７番、森山秀晃議員。 

          〔７番 森山秀晃君登壇〕 

〇７番（森山秀晃君） それでは、再々質問に入らせていただきます。 

 まず、（１）、組織、それと業務の仕組みが変わればおのずと行動というのも変わってくるの

かなと捉えております。行動が変われば潜在的に意識も変わると考えておりまして、時代の変

化もあるものと思いますが、時代がこうだからというので諦めるのではなくて、まずは組織、

業務の仕組みを変えて残業からなくしていって、職員同士がもっともっとコミュニケーション、

業務内外でコミュニケーションを取りやすい環境整備づくりへ取り組んでいっていただきたい

と考えております。そうすることで業務の効率をよくすることにもつながりますし、そういっ

たところから行動が変わればモチベーションの維持向上にもつながると考えますので、この点

について見解を伺います。 

 （２）の①と②の部分です。出生数については、やっぱり本町としては喫緊の課題であると

捉えております。町の将来を担ってもらう子供が増えなければまちは衰退していきますし、働

く場所等の課題もあるとは認識はしておりますが、白老町に移住して子供を産んで育てたいと



 

思ってもらえるような施策を早急に検討して、もういろいろと施策を検討して実際に実施して

もらっているというのは重々分かってはいるのですけれども、白老町で子供を産んで育てたい

から白老町に移住するのだというような施策を検討、実施していただきたいと思っております。

ただ、これに関しては補助金だったりとか、金銭的な支援というのは地方だけではなかなか難

しい部分があるとも捉えております。夜間保育の整備だったりとか、子育て世代が働きやすい

環境づくり、また子育ての楽しさ、子供がいることのすばらしさを伝える施策はまだまだ検討

の余地があるのかなと考えております。この点についても町の見解を伺います。 

 ④番、漁港区の整備について、優先順位を考えながら進めていくというのは理解できる部分

ではあるのですけれども、こちらについても役場庁舎とか、そういったところと同様に、いつ

までにはどこまでを整備するというのを明確化して、逆算しながら進めて、国だとか道にも要

望していかなければならない部分なのかなと考えております。例えば漁港区の整備の推進計画

の策定等を検討するべきと考えておりますが、この部分について町の見解をお伺いします。 

 （４）、ここの部分に関しては国のほうで令和８年度からのところを注視して、町としては中

学生の給食費無償化も考えていくということで先ほどご答弁いただきましたので、ぜひここの

部分、実際に国の政策がどうなるかというところも踏まえながら検討を進めていただければと

思います。 

 （５）の②、保育園や小学校への働きかけを行って、先ほど保育園だとか幼稚園でウポポイ

に日常的に行って、そして学習、学習というか実際にアイヌ文化に触れるということを実践し

ている、また小学校でも学校教育の一環としてやっているということでご答弁いただいたので

すけれども、これはやっぱり幼少年代のアプローチを白老町が先頭に立って行っていく、そし

てその流れを全町民へ波及させていくためには町としてアイヌ、例えば委員会とかでも話があ

った部分にはなるのですけれども、アイヌ語だったりとか、アイヌ文化の浸透を図れる施策を

より進めていくべきと考えております。例えば町内に設置されている看板、これをアイヌ語に

したりだとか、あとは庁舎内でのアイヌ語の活用等、白老町が先陣を切って独自の取組を積極

的に行っていくことができれば、もっともっと全道的、全国的、もっと言えば世界に発信でき

るものになると考えております。こちらの部分について町の見解を伺います。 

〇議長（小西秀延君） 大塩町長。 

〇町長（大塩英男君） 森山議員から町政執行方針のご質問で５点今ご質問があったかと思っ

ております。 

 まず、組織風土の改善についてでございます。今役場の組織風土がどうなのだろうというよ

うな中で、様々な方策をもって職場風土の改善に向けてしっかりと取組を進めております。職

員向けにタウンミーティングということでいろいろと意見交換をする場というのは実は設けさ

せていただいて、その中で若手職員からもっともっと職員間のつながりであったりですとか、

コミュニケーションづくりというのを図ってほしいというような意見はあったところです。そ

の意見を踏まえて、実は今月の初めに、職員の福利厚生会が企画したのですけれども、ちょっ

とイベントをやって職員間のコミュニケーションづくりというのを進めさせていただきまし

た。やはり職場風土を改善するためには本当に議員ご指摘のとおり職員間のつながりであった



 

り、コミュニケーションづくりというのが重要な一つだと捉えておりますので、ここは引き続

きまた様々な施策を展開してまいりたいと考えております。 

 続いて、子供の出生数のご質問でございます。持続可能な町をつくっていくためには若年世

代の方々の移住ですとか、子供の出生数の数というのを向上していかなければならないと考え

ております。もちろんこれまで白老町といたしましても、経済的な支援を含めて子育て支援と

いうのを力を入れて進めさせていただいております。ただ、子育て支援というか子供の出生数

の向上というのは複層的に様々にやっていかなければならないと考えております。１つは、移

住定住の方々のフェアをやったときにお話を聞くと、今はやはり住む場所、そして働く場所と

いうのが必要だというようなご意見を様々にいただいておりますので、令和７年度の事業とし

て提案申し上げておりますけれども、企業誘致の関係の事業であったりですとか、あとは若年

層の住宅の支援事業ですとかというようなことの中で移住の方々の生の声を拾って事業化に向

けて進めさせていただければなと思っております。 

 それと、もう一点は経済的な支援です。経済的支援というようなことで、もちろん重要な支

援だと考えているのですけれども、議員ご指摘のとおり、まちだけでは経済的支援というのが

やはり限られた財源の中で限界がございます。ですから、そういった中では経済的というか予

算を使わなくても何かできないかということは、これは我々知恵を絞ってやっていくというの

が我々の仕事ですので、そこはしっかりと役場職員全体一丸となって子育て支援策、新たな方

策を令和７年度はしっかりと構築してまいりたいと考えております。 

 それと、漁港区の整備の話でございます。ここにつきましては昨年度、白老の漁業協同組合

から個別の要望として私は要望を受けたところでございます。そういった中では車止めの問題

であったりですとか、老朽化する漁港区の施設ですとか、さらには将来的に向けての屋根付岸

壁というようなお話もいただきました。先ほど副町長からお話があったように、屋根付岸壁と

いうのは国の直轄事業でやらせていただいておりますので、先ほどの島防波堤の整備の後には、

例えば漁港区の狭隘化に資する事業であったりですとか、あと屋根付岸壁の事業であったりと

いうことで、今から少しずつまちとしてにじみ出しというか、要望はさせていただいておりま

す。一方、町としてやるべき車止めですとか狭隘化の部分についてはしっかりと漁業協同組合

の声を聞いて、計画的に車止めの事業については進めさせていただきますので、これは計画的

に継続的に進めてまいりたいと考えているところでございます。 

 それと、給食費のお話でございます。まだまだ不確定要素はあるのですけれども、2026年度

から国で小学校の給食費の無償化事業が開始するというような話が今進んでいるということは

まちとしても認識しているところでございます。ただ、一方では給食費の無償化になることに

よって給食の質が落ちるのではないかというような、そういった危惧される声も出ているとこ

ろでございます。町といたしましては、この物価高騰の中であっても子供たちの栄養価を考え

たときに質は落としてはならないということで食育を含めた給食の事業については展開してい

るところでございますので、質が落ちないようなことであったりですとか、あとは中学生への

支援ですとか、こういったことを複層的に考えていければと思っております。 

 最後に、アイヌ文化の伝承のお話でございます。本町におきましては、子供たち向けにふる



 

さと教育ということで、アイヌ文化についても子供たちにしっかりと愛着を持って、ふるさと

への愛着を含めてアイヌ文化の教育についてはこれまでも継続的に進めさせていただいており

ます。そこにプラスしてというようなことでの今回アイヌ語の復興、伝承というようなことで

新たな事業に着手をさせていただこうと、支援をさせていただこうと考えております。昨年の

10月に、まちとしていろいろと交流を深めさせていただいている台湾の秀林郷に私もお邪魔さ

せていただきました。その中で、秀林郷の郷長が先住民の方々の言語、これを非常にご苦労さ

れて浸透させたというようなお話をお聞きしてきました。やはり本町においても、国において

も、全体としてもそうなのですけれども、アイヌ文化の伝承、ここの部分がやっぱりどうして

も欠けているよねというようなことで皆さんからお話をいただいているところですので、そう

いったアイヌ語の復興の部分も含めて、先ほど看板へのアイヌ語の掲示というようなご提案も

ございましたので、そういったことも含めてしっかりと取組を進めてまいりたいと考えており

ます。 

〇議長（小西秀延君） ７番、森山秀晃議員。 

          〔７番 森山秀晃君登壇〕 

〇７番（森山秀晃君） ありがとうございます。 

 それでは次に、２項目めの教育行政執行方針について再質問をさせていただきます。まず、

（１）の③、スクールバスの関係についてでございます。まず、字北吉原地区の一部の中学生

が利用できるようになったということで、前にこちらについても一般質問させていただいた部

分になるのですけれども、早急な対応をしていただいたことについて大変評価させていただい

ております。しかしながら、冬期間の悪路の中、長い距離を歩いている小学生の姿というのは

まだまだ多く見かけております。利用拡大をできるように検討していただけるということで大

きな期待をするところでありますが、令和７年度においてどこまでの検討を進めていただける

のか見解を伺います。 

 （２）番の③、推進計画の中で施設の部分を整備していくとご答弁をいただきましたが、ス

ポーツ施設については子供たちのスポーツに携わる環境整備の観点からも、町民の健康維持の

観点からも、非常に大切な施設と捉えております。適正配置の計画も踏まえて実施時期を明確

にし、こちらに関しても逆算して進めていただきたいと考えております。この点について町の

見解を伺います。 

 （３）の①、ご答弁をいただいた効果を踏まえて、探求学習の令和７年度の具体的な方針と

今後のさらなる展望をお伺いします。 

 ②番、なかなか中学校の部活動の地域移行というところは難しい、たくさん考えていかなけ

ればならないところがありますので、整備していかないといけないところがありますので、難

しいところだというのは承知しております。その中でも地域人材を確保して地域展開を推進し

ていくというのは時間も要しますし、かなり難しい問題なのかなとは考えております。そこで、

本町では少年団の指導をしている方が多くいらっしゃるとも存じております。この地域の少年

団で指導している方への地域移行になったときの指導員としての打診だったりとか、あとは少

年団と連携して進めていくような考えがあるかをお伺いします。 



 

〇議長（小西秀延君） 井内教育長。 

〇教育長（井内宏磨君） それでは、４点ほどご質問をいただきました。 

 スクールバスの利用拡大について、令和７年度はどうするのかということでございます。ス

クールバスの利用拡大に関しては、１つは利便性、安全性、そして教育的な観点も考えなけれ

ばならないと思っております。教育的な観点といいますのは、まず１つは体力面でございます。

本町の児童生徒は、全国体力・運動能力、運動習慣等調査において、50メートル走であったり

とか、持久走であったとか、そういうものが劣っているというところもございますし、もう一

つは通学をする中で自然に触れる、自然から興味関心を持つ、そういう発達段階に応じた学び

というのも通学にはあると思っておりますし、朝の運動が集中力であったりとか、脳の活性化

にも非常に効果的だということも言われておりますので、そういう様々な観点を考えた中で白

老町の子供にどういう教育をしていくのか、どういう通学がふさわしいのかということも含め

て考えていかなければならないと思っております。 

 ２点目のスポーツ施設の在り方については、先ほども申し上げたとおり今年度はスポーツ推

進計画を策定しますので、その中で明らかにしていきたいと考えておりますが、逆算、何年も

つのかなと、そういう逆算もしていかなければなりませんし、もう一つはこれから公共施設の

適正配置等もございますので、その部分も含めながら検討していきたいと考えております。 

 ３点目の探求学習については、白老東高校の探求学習と捉えてよろしいでしょうか。白老東

高校の探求学習なのですけれども、コンソーシアムを中心に非常に精力的に取り組んでいただ

いております。校長先生も中心となりながら一体的に進めているという印象も受けております

し、その中で生徒、そして先生たちが自信を持って進めているという状況もございますので、

令和７年度においても力強く探求学習を進めてくれるものと期待しておりますし、白老町とし

てもそれを支援していきたいと考えているところでございます。 

 ４点目の部活動地域展開に関わる指導人材についてでありますが、指導人材の確保に悩んで

いるのは正直なところでございますが、指導人材の確保については少年団はもとより、高校で

あったりとか、教職員の兼職兼業を考えたりとか、場合によっては夜間開放のスポーツを楽し

んでいる方を指導者としてお願いするとかという様々な方法を考えながら指導者の確保に努め

ていきたいと考えているところでございます。 

〇議長（小西秀延君） ７番、森山秀晃議員。 

          〔７番 森山秀晃君登壇〕 

〇７番（森山秀晃君） それでは、再々質問をさせていただきます。 

 １項目だけ質問させていただきます。これで最後の私の代表質問とさせていただきたいと思

います。（３）番の②番の部分についてです。部活動の地域移行についてでございます。部活動

の地域移行については、所管事務調査の中でも一般質問の中でも度々質問させていただいてき

ました。中学校に部がないとなると、少年団で一生懸命スポーツや文化活動に取り組んできた

子供たちができなくなるということにつながったり、あとは続けるにしても町外に出なくては

ならないということになり、保護者の負担が大変多くなります。愛町心を育むということを考

えても、やはり子供たちには町内で自分たちの好きなスポーツだったりとか文化芸術活動に全



 

力で取り組んでもらえる環境を整備してあげることが必要だと考えております。この部活動の

地域移行について、先ほどの答弁では人材の確保の部分についてご答弁いただいたのですけれ

ども、教育長の中に今ある今後の部活の地域移行についての展望を伺って、私の代表質問を終

わらせていただきます。 

〇議長（小西秀延君） 井内教育長。 

〇教育長（井内宏磨君） 今議員からお話があったとおり、部活動の地域展開は中学生の心身

の健全育成を図るほか、地域のスポーツ文化を守り、生涯スポーツの体制を確立する上でも非

常に重要だと考えております。これまで学校が一手に引き受けていた放課後の部活動を学校か

ら切り離して、中学生のスポーツ文化を地域で展開していくというイメージを持っています。

具体的には私のイメージの中では２つの体制をイメージしております。１つは現在の部活動を

地域で展開していくクラブ活動、それと軽スポーツや文化芸術活動、ボランティア、まちづく

り活動を地域の人と共に楽しむサークル活動、こういう２つの展開をすることで中学生が地域

で生き生きと活躍する、地域の人と共に活躍する、そういうステージをつくり上げることがで

きたらなと思っています。そのためには運営の主体となる母体をしっかりつくっていくことが

大事だと考えておりますので、令和７年度におきましてはまずはその制度設計をしっかりやっ

ていきたいというのが１つと、地域化できるクラブ活動があれば随時クラブ活動化していきた

いと考えているところでございます。この部分に関しては、私も今までずっとスポーツをして

きたので、ぜひ実現していきたいと思っておりますので、ご協力のほどどうぞよろしくお願い

いたします。 

〇議長（小西秀延君） 以上で会派ひかり、７番、森山秀晃議員の代表質問を終了いたします。 

 これをもって代表質問を終結いたします。 

  

 


